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巻
　頭
　言

　博
多
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

第
73
回
日
本
東
洋
医
学
会
学
術
総
会
会
頭
　
栗

山

一

道

　
こ
の
度
、
日
本
東
洋
医
学
会
、
第
73
回
学
術
総
会
福
岡
の
会
頭

を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
６
月
16
日
か
ら

18
日
の
３
日
間
、
福
岡
国
際
会
議
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

の
同
時
配
信
を
実
施
す
る
、
い
わ
ゆ
る「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
」

で
開
催
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
お
陰
で
10
年
は
早
く
な
っ
た
と
い

わ
れ
る
電
子
会
議
シ
ス
テ
ム
。
と
て
も
便
利
で
、
遠
隔
、
臨
床
、

子
育
て
、
体
調
不
良
等
々
様
々
な
理
由
で
学
会
参
加
を
断
念
し
て

い
た
方
々
に
は
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
実
際
い
ろ
い
ろ
な
学
会
で
参
加
者
を
増
や
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
や
は
り
「
何
か
」
足
ら
な
い
。
何
で
し
ょ
う
。
や

は
り
私
達
の
世
界
の
言
葉
で
言
え
ば
「
気
」
で
し
ょ
う
か
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
情
報
」
は
十
二
分
に
伝
わ
る
の
で
す
が
、
そ
の

「
情
報
」
の
後
ろ
に
あ
る
「
何
か
」
が
足
り
な
い
。
上
手
く
言
え

ま
せ
ん
が
、
こ
の
「
何
か
」
が
よ
り
学
問
を
深
化
さ
せ
た
り
、
臨

床
の
質
を
向
上
さ
せ
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
と
思
え
ま
す
。
そ
こ
で

今
回
、 CO

V
ID

-19

の
脅
威
も
減
少
し
て
お
り
会
場
で
の
発
表
、

講
演
を
実
現
し
た
く
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
経
緯
で
開
催
方
法
は
決
ま
り
ま
し
た
。

　
次
は
、も
っ
と
大
事
な
会
の
中
身
で
す
。準
備
委
員
長
の
田
原
先

生
と
の
話
の
中
で
、嬉
し
い
こ
と
に
何
故
か
ス
ム
ー
ズ
に
方
向
性

が
決
ま
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、従
来
の
学
術
総
会
で
よ
く
採
用
さ
れ

て
い
る
一
つ
の
テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下
げ
て
理
解
を
深
め
た
り
、

色
々
な
意
見
の
あ
る
事
象
を
、す
り
合
わ
せ
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

形
成
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
無
く
、２
０
２
３
年
の
日
本
で「
漢

方
」と
い
う
名
の
下
に
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
医
療
を
集
め
紹
介

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。様
々
な
方
法
論
と
な
る
と
、
勢
い

優
劣
、
甚
だ
し
い
時
は
正
誤
論
争
に
陥
り
が
ち
で
す
が
、今
回
は

そ
れ
を
封
印
し
て
頂
き
、そ
れ
ぞ
れ
が「
わ
た
し
た
ち
は
、こ
ん
な

風
に
医
療
を
や
っ
て
こ
ん
な
風
に
結
果
を
出
し
て
い
る
！
」と
威

張
っ
て
も
ら
う
！
　
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
テ
ー
マ

を
決
め
る
に
当
た
り
、
準
備
委
員
で
喧
々
諤
々
し
、曰
く「
漢
方
万

博
」「
漢
方
博
覧
会
」「
漢
方
マ
ル
シ
ェ
」等
々
多
く
の
意
見
の
中
か

ら
、「
あ
な
た
の
漢
方
、わ
た
し
の
漢
方
」 と
決
め
、
副
題
と
し
て

「
オ
ン
リ
ー
１
と
ナ
ン
バ
ー
１
」と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。東
洋
医

学
的
漢
方
療
法
を
さ
れ
て
い
る
先
生
に
と
っ
て
は
目
指
す「
オ
ン

リ
ー
１
」も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、西
洋
医
学
の
土
俵
で
頑
張
っ
て
お

ら
れ
る
先
生
に
と
っ
て
は「
ナ
ン
バ
ー
１
」も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ベ

テ
ラ
ン
の
先
生
に
は
大
い
に
語
っ
て
頂
き
、
中
堅
の
先
生
に
は
ご

自
身
の
診
療
の
再
確
認
と
新
た
な
道
の
模
索
、
漢
方
を
始
め
て
間

巻頭言＿栗山一道先生　再校.indd   1巻頭言＿栗山一道先生　再校.indd   1 2023/05/15   10:222023/05/15   10:22
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　は
じ
め
に

　
補
中
益
気
湯
は
中
、
す
な
わ
ち
胃
を
補
い
、
気
す
な
わ
ち
元
気
を

益
す
薬
で
、
す
べ
て
に
力
な
く
倦
怠
感
の
著
し
い
人
に
用
い
る
処
方

で
あ
り
、
身
体
虚
弱
、
病
気
、
疲
労
な
ど
で
疲
労
困
憊
し
た
時
に
用

い
ら
れ
る（
１
）。
そ
の
原
典
は
『
内
外
傷
弁
惑
論
』、『
脾
胃
論
』
と
さ
れ

る（
１
）が

、
そ
れ
以
外
の
古
典
に
も
多
数
記
載
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
補

中
益
気
湯
の
構
成
生
薬
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
。

　
　
　目

　
　的

　
補
中
益
気
湯
の
構
成
生
薬
を
検
討
し
、
本
邦
で
使
用
さ
れ
て
い
る

補
中
益
気
湯
の
原
典
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
補
中
益
気
湯
を
使
用

す
る
に
あ
た
っ
て
最
も
適
切
な
構
成
生
薬
と
は
何
か
を
検
討
す
る
。

　
　
　方

　
　法

　
本
邦
で
使
用
さ
れ
て
い
る
補
中
益
気
湯
の
医
療
用
エ
キ
ス
製
剤
の

構
成
生
薬
を
調
査
し
た
。
続
い
て
古
典
に
記
載
さ
れ
て
い
る
補
中
益

気
湯
の
構
成
生
薬
の
比
較
を
行
っ
た
。

　
　
　結

　
　果

　
本
邦
で
使
用
さ
れ
て
い
る
補
中
益
気
湯
の
医
療
用
エ
キ
ス
製
剤

（
11
種
類
）
の
構
成
生
薬
は
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が

あ
っ
た
（
表
１
）。
本
邦
で
は
黄
耆
、
白
朮
、
人
参
、
当
帰
、
柴
胡
、

陳
皮
、
甘
草
、
升
麻
、
生
姜
、
大
棗
の
10
種
類
が
構
成
生
薬
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
白
朮
の
代
わ
り
に
蒼
朮
が
、

生
姜
の
代
わ
り
に
生
生
姜
（
な
ま
生
姜
）、
乾
姜
（
現
在
の
生
姜
）
が

使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
。
黄
耆
、
柴
胡
、
升
麻
が
減
量
さ
れ

一般論文

補
中
益
気
湯
の
構
成
生
薬
に
関
す
る
一
考
察

○
　1）

中
江
啓
晴
・
　2）

草
鹿
砥
宗
隆
・
　2）

小
菅
孝
明

一般：中江先生.indd   1一般：中江先生.indd   1 2023/05/09   17:482023/05/09   17:48

（x）2漢方の臨床　第 70 巻第 5 号（2023）

も
な
い
先
生
に
は
進
む
指
標
を
得
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。い
ず
れ
に
し
て
も
お
帰
り
頂
く
時
に「
安
心
」を
持
っ
て
頂
く

こ
と
が
目
標
で
す
。何
と
言
っ
て
も
医
師
の
安
心
無
く
し
て
患
者

の
安
心
は
得
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。患
者
の
病
気
に
対
す
る
不
安

は
必
須
で
す
が
、治
療
は
安
心
と
共
に
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
会
の
構
成
は
、
従
来
の
も
の
と
大
差
あ
り
ま
せ
ん
。
招
待
講

演
、
教
育
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
一
般
演
題
に
特
別
企
画
、
そ

ん
な
と
こ
ろ
で
す
。
特
筆
す
べ
き
は
24
に
上
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

多
さ
で
す
。
多
く
の
診
療
科
を
網
羅
し
、
加
え
て
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
語
ら
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た
話
題
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
に
少
し
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
招
待
講
演
は
ジ
ャ
パ

ネ
ッ
ト
た
か
た
創
業
者
、
髙
田
明
氏
に
一
代
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た

経
緯
と
そ
こ
に
あ
る
も
の
を
語
っ
て
頂
き
ま
す
。
作
家
で
あ
り
、

精
神
科
医
で
あ
る
帚
木
蓬
生
先
生
に
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
精
神
医
学

に
つ
い
て
舌
鋒
鋭
い
話
を
、
作
家
で
あ
り
文
化
人
類
学
者
で
あ
る

上
橋
菜
穂
子
先
生
に
は
、
今
医
療
界
に
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
か

も
知
れ
な
い
「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
言
葉
で
紡
が
れ
る
世
界
を

見
せ
て
頂
け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
太
宰
府
天
満
宮
の
宮
司
で
あ

る
西
高
辻󠄀󠄀
󠄀
󠄀
󠄀󠄀󠄀


󠄀
󠄀
󠄀󠄀󠄀󠄀



󠄀
󠄀
󠄀󠄀󠄀


󠄀
󠄀󠄀󠄀


󠄀

史
の
中
に
み
る
新
し
い
価
値
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
ま
す
。
教
育

講
演
で
は
「
小
児
領
域
」、「
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」、「
痛
み
」、

「
補
完
・
代
替
医
療
の
倫
理
・
哲
学
」、「
漢
方
と
蘭
方
」、「
ヒ
ト
免

疫
系
と
生
薬
」
と
い
う
切
り
口
で
、
そ
の
道
の
先
駆
者
に
存
分
に

語
っ
て
頂
き
ま
す
。
今
回
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
、
24
も
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
き
た
い
の
で
す
が
、

必
ず
や
皆
さ
ん
の
関
心
、
興
味
、
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
も
の
が

あ
る
と
信じ

ま
す
。
日
頃
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
？
　
取
り

上
げ
難
い
？
　
話
題
、
例
え
ば
「
流
派
」
の
違
い
や
、「
薬
が
効

く
」
と
い
う
根
本
的
な
話
題
、「
看
護
と
漢
方
」
等
々
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ご

と
に
各
演
者
に
お
願
い
し
て
ミ
ニ
サ
マ
リ
ー
を
付
け
て
お
り
ま
す
。

ご
覧
下
さ
い
。
そ
の
他
、
避
け
て
は
通
れ
な
いCO

V
ID

-19

の
話

題
を
学
会
特
別
企
画
と
し
て
、
ま
た
総
会
主
導
の
特
別
企
画
と
し

て
「
あ
な
た
の
漢
方
ベ
ス
ト
10
」
と
銘
打
ち
、
多
く
の
先
生
方
が

ど
の
よ
う
な
処
方
を
使
っ
て
お
ら
れ
る
か
。
準
備
委
員
長
の
田
原

先
生
の
調
査
結
果
や
、「
明
快
回
答
！
　
今
さ
ら
聞
け
な
い
生
薬
・

漢
方
薬
の
疑
問
」
と
銘
打
ち
、
名
古
屋
の
牧
野
先
生
や
生
薬
・
漢

方
薬
に
造
詣
の
深
い
北
九
州
の
久
保
山
先
生
に
答
え
て
頂
く
会
な

ど
、
本
当
に
盛
り
沢
山
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
薬
剤

師
の
方
々
に
は
日
本
薬
剤
師
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
認
定
薬
剤
師
ま

た
は
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
研
修
単
位
が
取
得
で
き
る
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
！
　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
‼
　
博
多
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。

（
医
師
：
〒
840
─0826 

佐
賀
県
佐
賀
市
白
山
１-

４-

６
　

医
療
法
人 

素
心
庵 

栗
山
医
院
）

巻頭言＿栗山一道先生　再校.indd   2巻頭言＿栗山一道先生　再校.indd   2 2023/05/16   13:382023/05/16   13:38
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（
61
）

出　

題　

山　

崎　

正　

寿

左
下
顎
痛

【
症　

例
】　

女
性
、
69
歳

【
主　

訴
】　

左
下
顎
痛

【
既
往
症
】　

特
に
な
い
が
、若
い
頃
は
着
付
家
と
し
て
多
忙
だ
っ
た
。

出
産
２
度
。

【
現
病
歴
】　

12
年
前
、
左
下
歯
痛
で
歯
科
治
療
を
受
け
、
左
下
歯
３

本
抜
歯
す
る
も
左
下
顎
痛
治
ら
ず
。
色
々
治
療
す
る
も
左
下
顎
痛
治

ら
ず
。
５
年
前
、
某
総
合
病
院
で
左
三
叉
神
経
痛
と
診
断
さ
れ
微
小

血
管
減
圧
術
を
受
け
た
が
痛
み
治
ら
ず
。
６
年
前
、
某
大
学
病
院
で

口
腔
顔
面
症
と
診
断
を
受
け
不
治
と
い
わ
れ
た
。
他
院
で
ト
リ
プ
タ

ノ
ー
ル
な
ど
内
服
薬
投
与
を
受
け
る
も
治
ら
ず
。
身
体
が
し
ん
ど
く

て
力
が
入
ら
な
い
。
今
は
鎮
痛
薬
も
飲
ん
で
い
な
い
。
睡
眠
薬
を
飲

む
と
少
し
眠
れ
て
痛
み
を
忘
れ
る
。
冷
え
や
風
に
当
た
っ
て
も
痛
み

は
増
さ
な
い
。
40
歳
頃
早
く
閉
経
、
冷
え
の
ぼ
せ
が
あ
り
、
最
近
は

上
半
身
が
熱
く
足
冷
え
る
。
汗
は
出
な
い
。
口
内
炎
が
出
き
や
す
い
。	

午
前
は
頑
張
れ
る
が
、
夕
方
か
ら
横
に
な
り
た
い
。
夫
（
79
歳
）
が

認
知
症
で
世
話
が
か
か
る
。

　

某
薬
局
に
て
清
上
蠲
痛
湯
を
投
与
さ
れ
、
痛
み
少
し
は
良
い
が
、

続
け
て
い
る
と
左
側
頭
痛
が
出
て
、
舌
が
左
に
偏
位
す
る
よ
う
に
な

り
、
食
欲
も
無
く
な
っ
て
き
た
。

【
現　

症
】　

身
長
162
㎝
、体
重
55
㎏
。血
圧
102
／
64（
降
圧
剤
服
用
）。

【
漢
方
医
学
的
所
見
】　

舌
証
：
や
や
青
紫
色
舌
質
、
薄
白
苔
、
や
や

乾
燥
、
舌
が
左
に
偏
位
す
る
。
脈
証
：
弦
、
や
や
大
、
力
あ
り
。
腹

証
：
全
体
に
軟
、
腹
力
あ
り
、
左
臍
傍
に
軽
度
抵
抗
圧
痛
。

【
治
療
と
経
過
】　

某
湯
投
与
。
服
薬
３
日
目
位
か
ら
次
第
に
疼
痛
軽

減
、
舌
の
左
偏
位
も
無
く
な
っ
て
き
た
。
始
め
は
清
上
蠲
痛
湯
も
併

用
し
て
い
た
が
、
次
第
に
某
湯
の
み
に
な
り
左
下
顎
痛
も
ほ
ぼ
治
っ

て
い
る
。
以
後
服
薬
継
続
し
ほ
ぼ
１
年
後
服
薬
終
了
。

　

ち
な
み
に
清
上
蠲
痛
湯
（
寿
世
保
元
）
は
当
帰
、
川
芎
、
白
芷
、

羌
活
、
防
風
、
蒼
朮
、
麦
門
冬
、
黄
芩
、
菊
花
、
蔓
荊
子
、
細
辛
、

甘
草
、
生
姜
、
独
活　

以
上
14
味
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1

２
０
２
３
年
３
月
号
出
題　

第
61
問（
再
掲
）
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【
問　

題
】

　

以
上
、
こ
の
症
例
に
用
い
た
某
湯
と
は
何
で
し
ょ
う
。

（
出
題
者
：
漢
方
京
口
門
診
療
所
）

を
得
た
と
い
う
、
私
は
８
年
間
止
ま
な
か
っ
た
頑
固
な
三
叉
神
経
痛

に
こ
の
方
を
用
い
て
７
日
目
か
ら
忘
れ
た
よ
う
に
疼
痛
が
去
り
、
そ

れ
き
り
治
っ
て
し
ま
っ
た
例
を
も
っ
て
い
る
」（
松
田
邦
夫
記
載
）。
矢

数
道
明
は
「
左
辺
痛
む
者
は
、
紅
花
2.0
、
柴
胡
3.0
、
竜
胆
2.0
、
地
黄

3.0
を
加
う
」
と
あ
る
が
、
エ
キ
ス
で
は
無
理
？　
「
温
知
堂
の
頻
用
処

方 

清
上
蠲
痛
湯
」（
矢
数
芳
英
）
で
、
清
上
蠲
痛
湯
の
合
方
で
多
い
の

は
五
苓
散
料
と
桂
枝
茯
苓
丸
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
〔
答
〕：
桂
枝
茯
苓
丸

❷
今
治
市
・
そ　

ろ　

ぎ
（
薬
剤
師
）

　

ま
ず
虚
実
は
、
脈
は
や
や
大
で
力
が
あ
り
、
腹
力
も
あ
る
の
で
実

証
寄
り
で
す
。
六
病
位
は
弦
脈
、
舌
の
薄
白
苔
な
ど
よ
り
少
陽
病
位

と
思
わ
れ
ま
す
。
本
症
例
は
、
左
下
顎
痛
が
難
治
で
あ
り
清
上
蠲
痛

湯
で
痛
み
は
少
し
改
善
し
た
が
、
左
側
頭
痛
が
出
現
し
舌
が
左
に
偏

位
し
食
欲
不
振
も
現
れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
青
紫
の
舌
、
上
熱
下

寒
の
冷
え
の
ぼ
せ
、
左
臍
傍
圧
痛
な
ど
血
虚
、
瘀
血
を
示
す
所
見
が

み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
汗
は
出
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、実
証
、陽
証
、血
虚
や
瘀
血
、脈
大
、神
経
痛
、頭
痛
、舌	

の
偏
位
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
続
命
湯
を
選
択
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
〔
答
〕：
続
命
湯

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

会
員
か
ら
の
回
答

❶
豊
島
区
・
増
山
浩
一
（
医
師
）

　

清
上
蠲
痛
湯
の
加
減
で
す
ね
。「
冷
え
や
風
に
当
た
っ
て
も
痛
み
は

増
さ
な
い
」
で
陽
証
、
脈
・
腹
証
は
「
力
あ
り
」
で
実
証
、
左
臍
傍

の
軽
度
抵
抗
圧
痛
と
青
紫
色
舌
質
で
瘀
血
、
上
熱
下
寒
で
便
秘
の
記

載
な
く
、
回
答
は
桂
枝
茯
苓
丸
を
考
え
ま
し
た
。

　

清
上
蠲
痛
湯
は
、『
寿
世
保
元
』
に
「
一
切
の
頭
痛
に
頭
痛
を
治
す

主
方
、
左
右
偏
正
新
久
を
問
わ
ず
皆
効
あ
り
」
と
龔
廷
賢
が
記
し
て

い
る
。
矢
数
道
明
は
薬
能
よ
り
「
気
の
上
衝
を
引
き
下
げ
、
頭
部
の

気
血
を
め
ぐ
ら
し
、
表
を
発
し
、
湿
を
除
き
、
中
を
温
め
、
内
寒
を

散
ず
」（『
臨
床
応
用
漢
方
処
方
解
説
』）
と
し
て
気
血
水
の
鬱
滞
と
内
熱

を
本
方
証
と
し
て
い
る
。
大
塚
敬
節
『
漢
方
診
療
の
実
際
』「
森
田
幸

門
氏
は
頑
固
な
三
叉
神
経
痛
に
用
い
て
著
効
を
得
た
と
い
い
、
石
原

明
氏
は
上
顎
洞
の
癌
に
よ
る
は
げ
し
い
顔
面
痛
に
用
い
て
鎮
痛
の
効
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❸
北
広
島
市
・
梅
津

修
（
医
師
）

　

脈
力
・
腹
力
共
に
あ
る
こ
と
よ
り
実
証
～
虚
実
中
間
証
を
考
え
ま

す
。
冷
え
の
ぼ
せ
・
青
紫
色
舌
質
・
脈
弦
・
左
臍
傍
軽
度
抵
抗
圧
痛

よ
り
少
陽
病＞
太
陰
病
を
考
え
ま
す
。
瘀
血
を
伴
う
持
続
性
特
発
性

顔
面
痛
／
口
腔
心
身
症
／
口
腔
不
定
愁
訴
／
舌
痛
症
の
漢
方
治
療
と

し
て
加
味
逍
遙
散
・
当
帰
芍
薬
散
・
桂
枝
茯
苓
丸
な
ど
が
用
い
ら
れ

ま
す
。
実
証
～
虚
実
中
間
証
・
少
陽
病
（
太
陰
病
）
よ
り
、
正
解
の

製
剤
と
し
て
桂
枝
茯
苓
丸
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
無
効
だ
っ
た
清
上
蠲

痛
湯
と
は
構
成
生
薬
が
異
な
り
ま
す
の
で
そ
の
意
味
で
も
投
与
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
〔
答
〕：
桂
枝
茯
苓
丸

❹
伊
東
市
・
檀　
　

々
（
医
師
）

　

左
下
顎
痛
・
冷
え
の
ぼ
せ
・
左
臍
傍
に
抵
抗
圧
痛
か
ら
瘀
血
、
早

期
の
閉
経
・
夕
方
か
ら
横
に
な
り
た
い
・
体
が
し
ん
ど
く
力
が
入
ら

な
い
か
ら
血
虚
、
口
内
炎
が
で
き
や
す
い
か
ら
陰
虚
火
旺
で
あ
る
と

考
え
た
。
清
上
蠲
痛
湯
で
血
虚
血
熱
は
改
善
し
、
痛
み
は
少
し
軽
減

し
た
が
、
内
服
を
続
け
る
と
熱
が
取
れ
す
ぎ
て
し
ま
い
、
寒
に
よ
る

痛
み
と
、
瘀
血
に
よ
る
症
状
─
不
通
則
痛
、
則
通
不
痛
─
（
左
側
頭

部
の
痛
み
）
が
悪
化
し
た
。
舌
の
偏
位
も
瘀
血
に
よ
る
神
経
麻
痺
と

考
え
る
。
血
虚
と
血
熱
が
同
時
に
あ
る
病
態
に
対
応
す
る
温
清
飲
と

駆
瘀
血
剤
の
標
準
的
薬
方
桂
枝
茯
苓
丸
を
選
ん
だ
。

　
〔
答
〕：
温
清
飲
と
桂
枝
茯
苓
丸❺

札
幌
市
・
雲　
　

雀
（
医
師
）

　

ま
ず
陰
陽
は
、
冷
え
や
風
に
当
た
っ
て
も
痛
み
は
増
さ
な
い
こ
と

か
ら
、
附
子
を
用
い
る
よ
う
な
陰
証
で
は
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
次

に
虚
実
は
、
脈
に
力
が
あ
り
、
ま
た
腹
力
も
あ
り
、
実
証
と
考
え
ま

し
た
。
そ
し
て
気
血
水
は
、
冷
え
の
ぼ
せ
か
ら
は
気
逆
が
、
横
に
な

り
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
は
少
陰
病
の
大
綱
の
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は

夕
方
か
ら
で
午
前
は
頑
張
れ
る
と
い
う
の
は
、
気
虚
も
し
く
は
瘀
血

を
示
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
舌
が
青
紫
色
で
、
腹
部
で
は
左
臍

傍
の
圧
痛
を
認
め
る
こ
と
か
ら
も
、
瘀
血
は
認
め
る
と
思
わ
れ
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
清
上
蠲
痛
湯
の
使
用
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
に
よ
り
舌
が
左
に
偏
移
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
不
思
議
な

気
が
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
方
剤
で
す
が
、
と
て
も
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
桂
枝
茯

苓
丸
（
陽
証
、
実
証
、
瘀
血
、
気
逆
）
や
、『
明
医
指
掌
』
の
薏
苡
仁
湯

（
陽
証
、
気
逆
、
痛
み
）
な
ど
を
鑑
別
に
考
え
ま
し
た
。
最
終
的
に
、

薏
苡
仁
湯
を
選
択
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
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漢
方
関
係
学
会
・
研
究
会
予
定　
（
6
月
）

胡
剤
」
に
つ
い
て
、
皇
漢
医
学
：
枳
実
梔
子
大
黄
豉
湯
、
平
成
薬
証

論
：
黄
柏
・
黄
連
・
黄
芩
等　

他�

解
説
／
田
中
英
樹 

他

事
務
局　

田
中
余
以
徳
斉
薬
局
：
三
重
県
名
張
市
榊
町
１
４
０
１
─１

	

☎
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
３
８ 

FAX
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
６
８

●
第
676
回
広
島
漢
方
研
究
会
月
例
会

	

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
２
単
位
）

日　

時　

６
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
半
～
午
後
12
時
半

会　

場　

広
島
県
薬
剤
師
会
館
２
Ｆ
・
ふ
た
ば
ホ
ー
ル（
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
）

内　

容　

漢
方
処
方
の
植
物
か
ら
花
活
始
め
ま
せ
ん
か
？
（
森
本
泰
司
、水
島
美

代
子
、
清
水
枝
里
）、
ス
ト
レ
ス
と
柴
胡
剤
（
鉄
村
努
）

主　

催　

広
島
漢
方
交
流
会

共　

催　

一
般
社
団
法
人
日
本
生
薬
学
会

連
絡
先　

鉄
村　

☎
０
８
２
・
２
３
２
・
７
７
５
６　

info@
tetsum

ura.jp

●
第
29
回
東
京
漢
方
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
６
月
講
座

	

・
研
修
認
定
薬
剤
師
制
度
認
定
対
象
集
合
研
修
会

	

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

６
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
55
分

	

会
場
受
講（
先
着
30
名
ま
で
）と
、
Ｚｏｏｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講（
人
数

制
限
な
し
）の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｇｏｏｇ
ｌｅ

フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
。（
申
込
み
な
し
の
当
日
参
加
不
可
）

会　

場　

早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場
第
１
会
議
室（
新
宿
区
西
早
稲
田
１
─20
─14
）

内　

容　

漢
方
の
初
歩
：
肺
の
病
と
方
剤
（
石
毛
敦
）、
症
例
報
告
と
解
説
（
松

井
り
か
、
飛
奈
光
重
）、
処
方
解
説
：
養
陰
清
肺
湯
（
布
山
満
）、
康
治

本
傷
寒
論
解
説
：
傷
寒
論
81
（
中
川
智
代
）、
臨
床
他
：
喘
息
・
咳
喘

息
（
吉
本
悟
）

連
絡
先　

二
宮
理
摩
：
☎
０
９
０
・
４
３
９
２
・
７
１
２
９

	
E-m

ail

：tokyokanpou@
yahoo.co.jp

●
第
50
期
東
海
漢
方
入
門
講
座
６
月
講
座

	

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

　

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
通
常
の

開
催
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
間
習
得
し
た
Ｗｅ
ｂ
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
開
催
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、２
０
２
３
年
６

月
に
開
催
ま
た
は
中
止
の
連
絡
を
頂
い
た
会
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

の
会
に
関
し
ま
し
て
は
事
前
に
各
連
絡
先
ま
た
は
事
務
局
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

●
京
都
漢
方
研
究
会
第
33
期
６
月
講
座

日　

時　

６
月
４
日
（
日
）
午
前
の
部
：
午
前
９
時
50
分（
集
合
）～
12
時（
解
散
）

	

午
後
の
部
：
午
後
１
時
20
分（
集
合
）～
３
時
30
分（
解
散
）

会　

場　

武
田
薬
品
京
都
薬
用
植
物
園

内　

容　

野
外
研
修
：
植
物
園
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
に
よ
る
研
修

事
務
局　

松
田
久
司 

☎
０
８
０
・
６
８
６
６
・
６
９
３
２
、
０
９
０
・
９
６
２
４
・�

１
６
６
９ 

FAX
０
７
５
・
７
６
２
・
５
６
１
２
（
細
野
医
院
内 

松
田
宛
）

	
E-m

ail

：m
atsuda_134@

outlook.jp

●
日
本
東
方
医
学
会
第
17
回
中
医
学
研
修
講
座
─
臨
床
の
部

日　

時　

６
月
10
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　

研
修
科
目
：
皮
膚
・
泌
尿
器
科
（
菅
沼
栄
）

共　

催　
（
株
）ツ
ム
ラ

事
務
局　
（
一
財
）東
方
医
療
振
興
財
団
事
務
局 

FAX
０
３
・
６
２
６
４
・
３
０
１
６

	
E-m

ail

：zaidan@
jptoho.or.jp 

●
日
中
医
薬
研
究
会
関
西
支
部
６
月
例
研
究
会

日　

時　

６
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
例
会

内　

容　

古
典
研
究
：
傷
寒
金
匱
の
流
れ
に
つ
い
て
、
繁
用
漢
方
処
方
解
説
：「
柴
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日　

時　

６
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
15
分

会　

場　

名
古
屋
市
立
大
学 

田
辺
通
り
キ
ャ
ン
パ
ス

内　

容　

誰
に
も
分
か
る
漢
方
基
礎
：
気
血
津
液
（
林
誠
一
）、
発
熱
に
つ
い
て
：

傷
寒
論
条
文
を
現
代
生
理
で
解
釈
（
三
品
尚
弘
）、
生
薬
解
説
：
芍
薬

（
箕
輪
暁
美
）

事
務
局　

東
海
漢
方
協
議
会
事
務
局
・
大
晃
生
薬（
有
）内（
名
古
屋
市
千
種
区
）

	

☎
０
５
２
・
７
２
２
・
２
２
０
５ 

東
海
漢
方
協
議
会
Ｈ
Ｐ
「
お
問
い

合
せ
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り

●
日
本
臨
床
漢
方
医
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
全
８
回
シ
リ
ー
ズ
・
第
１
回

日　

時　

６
月
13
日
（
火
）
午
後
７
時
～
と
７
時
半
～
の
２
部
制

	

　

※
講
義
10
分
・
質
疑
10
分
。
講
義
内
容
は
同
一
で
す
。

会　

場　
Ｚｏｏｍ
受
講
、参
加
予
約
：https://kam

po-ikai.jp/new
s/20230425

内　

容　

漢
方
の
考
え
方
が
10
分
で
わ
か
る
シ
リ
ー
ズ
第
１
回
「
気
の
異
常
①
─１�

気
虚
（
食
欲
不
振
）」（
堀
場
裕
子
）

共　

催　

日
本
臨
床
漢
方
医
会
・（
株
）ツ
ム
ラ

問
合
せ　
（
株
）ツ
ム
ラ
東
京
支
店
病
専
第
１
営
業
所 
榊
原
慎

	
Em

ail

：sakakihara_m
akoto@

m
ail.tsum

ura.co.jp

●
日
本
臨
床
漢
方
医
会
講
演
会

日　

時　

６
月
17
日
（
土
）
午
後
４
時
～
５
時

会　

場　

第
73
回
日
本
東
洋
医
学
会
学
術
総
会
会
場（
福
岡
国
際
会
議
場
）第
７
会
場

内　

容　
「
頑
固
な
腹
痛
、
便
秘
と
難
治
性
下
痢
に
つ
い
て
」（
織
部
和
宏
）

共　

催　

日
本
臨
床
漢
方
医
会

問
合
せ　

日
本
臨
床
漢
方
医
会
事
務
局

	
Em

ail

：jim
@
kam

po-ikai.jp

●
日
本
漢
方
協
会
漢
方
総
合
講
座
（
第
33
回
）
６
月
講
座

	

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

６
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
10
分

会　

場　

全
水
道
会
館
４
階
（
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）

内　

容　

漢
方
の
基
礎
理
論
：
漢
方
の
考
え
方
（
高
山
留
美
）、
生
薬
解
説
：
麻

黄
（
河
合
元
宏
）、
漢
方
の
古
典
・
歴
史
：
漢
文
の
読
み
方
（
小
根
山

隆
祥
）、
漢
方
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
本
草
考
証
学
の
す
す
め
（
御
影
雅
幸
）

事
務
局　

一
般
社
団
法
人
日
本
漢
方
協
会
：
墨
田
区
両
国
２
─17
─19 

Ｐ
Ａ
Ｚ
両

国
６
階 

☎
／
FAX
０
３
・
６
６
５
９
・
９
９
８
０
平
日
（
月
～
木
）

	

午
前
10
時
～
午
後
４
時
迄　

E-m
ail

： j.kam
po@

jeans.ocn.ne.jp

●
第
39
回
泌
尿
器
科
漢
方
研
究
会
特
別
企
画

日　

時　

６
月
23
日
（
金
）
午
後
５
時
～
７
時

会　

場　

沖
縄
県
市
町
村
自
治
会
館
（
沖
縄
県
那
覇
市
旭
町
）

内　

容　

泌
尿
器
科
医
の
た
め
の
漢
方
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
３

事
務
局　

株
式
会
社
コ
ン
グ
レ 

九
州
支
社
内　

担
当
：
福
田

	

☎
０
９
２
・
７
１
８
・
３
５
３
１ 

FAX
０
９
２
・
７
１
６
・
７
１
４
３

	
E-m

ail

： hinyouki-kam
po2023@

congre.co.jp

●
第
39
回
泌
尿
器
科
漢
方
研
究
会
学
術
集
会

日　

時　

６
月
24
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

会　

場　

沖
縄
県
市
町
村
自
治
会
館（
沖
縄
県
那
覇
市
旭
町
）、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

会　

長　

斎
藤
誠
一
（
琉
球
大
学
）

内　

容　

テ
ー
マ
「
使
っ
て
み
よ
う
漢
方
薬
」

　

特
別
講
演　
「
Ｌ
Ｏ
Ｈ
症
候
群
に
も
使
っ
て
み
よ
う
漢
方
薬

	

　
　
　

～
新
し
い
Ｌ
Ｏ
Ｈ
症
候
群
診
療
の
手
引
き
を
紐
解
く
～
」

		


長
野
赤
十
字
病
院 

和
漢
診
療
科　

天
野
俊
康

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

テ
ー
マ
「
Ｌ
Ｏ
Ｈ
症
候
群
に
使
っ
て
み
よ
う
漢
方
薬
」

		


座
長
：
天
野
俊
康（
長
野
赤
十
字
病
院
）、
井
手
久
満（
順
天
堂
大
学
）

　
　

１ 

身
体
症
状
を
主
症
状
と
す
る
患
者
さ
ん
に
役
立
つ
漢
方
薬
と
は
？

　
　

２ 

精
神
症
状
を
主
症
状
と
す
る
患
者
さ
ん
に
役
立
つ
漢
方
薬
と
は
？

　
　

３ 

性
機
能
症
状
を
主
症
状
と
す
る
患
者
さ
ん
に
役
立
つ
漢
方
薬
と
は
？

　
　

４ 
Ｌ
Ｏ
Ｈ
症
候
群
に
関
連
し
て
い
る
周
辺
症
状
に
役
立
つ
漢
方
薬
と
は
？

　

一
般
講
演
28
題
、
優
秀
演
題
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
講
演
６
題

事
務
局　

株
式
会
社
コ
ン
グ
レ 

九
州
支
社
内　

担
当
：
福
田

	

☎
０
９
２
・
７
１
８
・
３
５
３
１ 

FAX
０
９
２
・
７
１
６
・
７
１
４
３
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E-m

ail

： hinyouki-kam
po2023@

congre.co.jp 
●
温
知
会
月
例
会
６
月
講
義
（
第
653
回
）

日　

時　

６
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

湯
島
聖
堂
：
斯
文
会
館
（
文
京
区
湯
島
１
─４
、
お
茶
の
水
駅
至
近
）

内　

容　

生
薬
：
補
気
薬
・
大
棗
、
膠
飴
、
党
参
（
小
根
山
隆
祥
）、
症
例
検
討

（
班
目
有
加
）、
翻
刻
宋
版
傷
寒
論
可
不
可
篇（
音
読
）：
95
～
105
条
（
安

田
卓
史
）、
自
由
演
題
：（
横
山
浩
一
）

問
合
せ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
に
て
連
絡

●
福
岡
医
師
漢
方
研
究
会
６
月
例
会

日　

時　

６
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

会　

場　

福
岡
朝
日
ビ
ル
地
下
１
階 
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
直
接
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

内　

容　

基
礎
講
座
：
浮
腫
（
兵
頭
）、
講
演
会
：
漢
方
外
来
入
門
（
梁
哲
成
）

共　

催　

ク
ラ
シ
エ

問
合
せ　

竹
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
竹
山
泰
雄

	

☎
０
９
２
・
５
５
８
・
２
１
５
２ 

FAX
０
９
２
・
５
５
８
・
２
１
５
３

	
E-m

ail

： tfc@
takeyam

a-clinic.com

●
九
州
漢
方
研
究
会
令
和
５
年
６
月
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義

日　

時　

６
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
と
会
場
で
の
開
催
（
会
場
は
事
務
局
に
確
認
）

内　

容　

東
洋
医
学
会
発
表
報
告
（
久
保
山
慎
一
）、
金
匱
要
略
（
山
田
宗
良
）、

　
　
　
　

中
医
学
解
説
（
甄
立
学
）、
傷
寒
論
雑
病
論
（
甄
立
学
）

事
務
局　

斉
藤
容
子
（
招
き
猫
調
剤
薬
局
）
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
１
─８
─11

	

☎
０
７
０
・
８
３
７
２
・
６
６
３
７ 

FAX
０
９
２
・
４
０
６
・
４
０
６
２

	
E-m

ail

： kyusyukam
po@

gm
ail.com

●
柿
田
塾
５
月
度
定
例
会

	

「
５
月
の
柿
田
塾
定
例
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
中
止
と
致
し
ま
す
」

連
絡
先　

お
の
こ
ろ
治
療
院
内
柿
田
塾
：
兵
庫
県
淡
路
市
志
筑
１
１
３
８
─６

	

☎
０
７
９
９
・
６
２
・
０
９
９
０

		


（
以
上　

敬
称
略
）

　
　

注
意
：
各
会
の
参
加
要
件
・
参
加
費
用
等
は
個
々
に
異
な
り
ま
す
の
で�

必
ず
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

　

研
究
会
等
の
予
定
を
編
集
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
原
則
と
し
て
、
本
誌
発

行
月
の
翌
月
の
予
定
掲
載
。
締
切
り
毎
月
５
日
必
着
。
た
だ
し
、
誌
面
の
都
合
で
や

む
を
得
ず
不
掲
載
の
場
合
も
あ
る
こ
と
を
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。

会　

期　

６
月
16
日
（
金
）
～
18
日
（
日
）

会　

場　

福
岡
国
際
会
議
場
（
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
石
城
町
２
─１
）

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
（
現
地
＋
ラ
イ
ブ
配
信
）、
日
本
薬
剤
師
研
修
セ
ン

タ
ー
研
修
認
定
薬
剤
師
ま
た
は
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
研
修
単
位

の
取
得
が
可
能
で
す
。

会　

頭　

栗
山
一
道
（
医
療
法
人
素
心
庵 

栗
山
医
院 

院
長
）

名
誉
会
頭　

織
部
和
宏
（
医
療
法
人 

織
部
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長
）

テ
ー
マ　
「
あ
な
た
の
漢
方　

わ
た
し
の
漢
方
～
オ
ン
リ
ー
１
と
ナ
ン
バ
ー
１
～
」

内　

容
会
頭
講
演　
「
医
の
バ
ト
ン〈
先
達
と
後
進
の
狭
間
で
繋
ぐ
も
の
と
繋
が
な
い
も
の
〉」

�

医
療
法
人
素
心
庵　

栗
山
医
院　

栗
山　

一
道

名
誉
会
頭
講
演　
「
日
々
の
臨
床
に
お
け
る
傷
寒
論
医
学
の
応
用
」

�

医
療
法
人 

織
部
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

織
部　

和
宏

第
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回
　
日
本
東
洋
医
学
会
学
術
総
会

主
要
プ
ロ
グ
ラ
ム
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第 33 回 漢方治療研究会 

演 題 募 集 
 

  開開催催日日    ：：  ２２００２２３３年年１１００月月 11 日日（（日日））  99：：3300～～1166::0000  （予定）  

  会会    場場    ：：  ササンンシシッッププ富富山山 11 階階  福福祉祉ホホーールル（（ハハイイブブリリッッドド形形式式））  

  会会    頭頭    ：：  貝貝沼沼茂茂三三郎郎  （富山大学医学部和漢診療学講座教授）  

  参参加加方方法法    ：：  wweebb 申申しし込込みみ  後後日日告告知知予予定定  

  テテーーママ    ：：  「「漢漢方方医医学学のの新新ししいい時時代代をを創創るる」」  

  参参加加費費    ：：  一一般般 66,,000000 円円、、学学生生 11,,000000 円円  

  

演演題題申申込込方方法法  ： 

①  所定事項（演題、住所、氏名、所属、連絡先電話・ＦＡＸ番号、メールアドレス）を 

記入の上、講演抄録を添えて実行委員会へ郵送もしくはメールして下さい。 

②  抄録は 1,000 字前後です。抄録様式は原則として、緒言、方法、結果または 

症例提示、考察、総括として下さい。 

 講講  演演  形形  式式  ： 約 12 分（口演７分、討論５分。演題数によって変更あり）を予定。 

            （現地での発表を予定しています） 

採採            否否  ： 実行委員会 
 

           特特にに若若いい先先生生方方かかららのの演演題題をを募募集集ししてていいまますす！！！！  

  

締締切切日日  ：：  ７７月月７７日日（（金金曜曜日日））  必必着着  

送送付付先先  ：：  富富山山大大学学医医学学部部和和漢漢診診療療学学講講座座  

          〒930-0194 富山県富山市杉谷 2630  

          電話：076-434-7393 FAX076-434-0366 

          E-mail：wakann@med.u-toyama.ac.jp 

 

 

■主催 東亜医学協会 

 富山大学医学部和漢診療学講座 

 

■後援 一般社団法人日本東洋医学会 

公益財団法人日本薬剤師研修センター（予定） 




